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観音堂に向う村外れの峠道に深い影が射すようになった。 
朝から、ついあたりをうろつきたくなる。 



「山の尾根道」、ぼくが勝手に名付けた道を歩く 
実は単なる村の中の普通の道だけど風が下から吹き上げてきて高度感があり（下の田んぼまで３０M） 

尾根の上にいる様な気になる 
場合によってはアンナプルナ回廊の石畳の道を歩いている様な気にもなれる 
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尾根道の先には神木がある 
その下の畑ではそばの茎が赤く色づいた 

この実を干してそば粉にして、そばをうち、ざるそばを作る 
この町ではそういうことをする倶楽部、「いきいき倶楽部」がある 

ちょっといいでしょう 



我家の柿は今年は不作 
しかし、ほかの家のはしっかり成っている 

これが自然の巡りだ 



もうコスモスも終わり、と思っていたがまだ風に吹かれて頑張っている 
２千分の１のスピードで風に吹かれる姿を定着した 

綺麗だ 
この種を友人たちに送ろう 


